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Ritipenem acoxilの 臨 床 的 検 討
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新 しく開発された経 口ペネム系剤ritipenem acoxilを 呼吸 器感 染症11例 お よび急性 腎孟腎炎1例 の

計12例 に使用 して,そ の有効性 と安全性を検討 した。

使用量 は1回150mgな い し200mgで1日3回,3～10日 間 で,総 使用量 は1.8～6.09で あ った。

臨床効果は著効1例,有 効11例 で 有効率 は100%で あ った。副作用 と して1例 で下痢 を認 め,ま た,

臨床検査値異常 と して は1例 でGOT,GPTの 上 昇 が認 め られた。
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Ritipenemacoxil(RIPM-AC)は イタリアのファル

ミタリア カルロエルバ社(現 ファルマシア社)で 開発

されたペネム系の新 しい経口用抗生物質である。本剤は

抗菌活性を有す るritipenemの3位 カルボ ン酸 に,ア

セトキシメチル基をエステル結合す ることにより経 口吸

収を高めたプロ ドラッグであり,グ ラム陽 ・陰性菌に幅

広い抗菌スペク トルを有 し,と くに好気性 グラム陽性菌

並びに嫌気性菌 に対 しては優れた抗菌力を有する。 ま

た,各 種 β-ラ クタマーゼには安定である1)。

対象患者 はTable1に 示すよ うに1991年6月 か ら

1993年8月 までに神奈川県衛生看護専門学校付属病院

内科,聖 マリア ンナ医科大学 難病治療研究センターお

よび横浜総合病院内科を受診 し,本 剤の治験への参加の

同意が得 られた呼吸器感染症11例 および尿路感染症1

例の計12例 で年齢 は25～79歳,性 別 は男性7例,女

性5例 である。

対象となった感染症の内訳は,急 性扁桃炎5例,急 性

咽喉頭炎1例,急 性気管支炎3例,細 菌性肺炎1例,慢

性気管支炎の急性増悪1例 および急性腎孟腎炎1例 で

あった。

Table1-1.Clinical results with ritipenem acoxil

*神奈川県横浜市磯子区汐見台1 -6-5
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Table 1-2. Clinical results with ritipenem acoxil

Table 2. Laboratory findings before and after administration of ritipenem acoxil

B: before A: after Eos.: eosinocyte Neu.: neutrocyte

薬剤の使用量 は,1回150mgが2例,1回200mg

が10例 で,1日3回 毎食後に内服 させた。使用期間は

3～10日 間で7日 間が主であ り,総 使用量は1.8～6.0

9で あった。

臨床効果は本剤使用3日 以内に自他覚症状の改善が認

め られたものを著効(excellent),4～7日 で改善ある

いは正常化 したものを有効(good),7日 以後で改善,

正常化がみ られた ものをやや有効(fair),7日 以後 も

なお改善,正 常化がみ られなかったか,あ るいは悪化 し

た ものを無 効(poor)と した。

臨床効果 は細菌 性肺炎 の1例 が著効,そ れ以外の呼吸

器 感染症10例 は全て有 効で あ り,ま た,急 性 腎孟腎炎の

1例 も有 効で あ った。 その結 果,有 効率 は100%で あ っ

た。

細菌 学的 検討 は11例 で実 施 され,内7例 か ら起炎菌

が検 出 され た。 起炎 菌の 内訳 はStaphylococcus aureus

3株,Escherichia coli2株,Streptococcus pneumo-

niaeお よ びStreptococcus pyogenesが 各1株 であ り,
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いずれも消失 していた。

本剤の投与中に副作用 として下痢が1例 で認め られ,

臨床検査値で は1例 でGOT,GPTの 上昇が認め られ

た。

以上の成績から本剤は呼吸器感染症に対 して有用性の

高い薬剤 と考えられた。
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We studied the clinical efficacy and safety of ritipenem acoxil (RIPM-AC), a new oral penem
antibiotic, in 11 patients with respiratory infection and one with acute pyelonephritis. The drug was given

at a dose 150 or 200 mg 3 times daily for 3-10 days (total dose 1.8-6.0 g) . The result obtained was

excellent in one case and good in 11 cases, an effectiveness rate of 100%.

Diarrhea was observed in one case. Elevations in GOT and GPT were noted in one case.


